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白米千枚田田植え

5 月 17 日（日）に千枚田で田植

えが行われました。　

当日はあいにくの天候でしたが、

多くの方に参加していただき、また、

南志見中学校 1 年生 5 人が早乙女

姿で田植え作業を実演しました。
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伝
統
的
建
造
物
群
保
存　

地
区
と
は
？

昭
和
50
年
の
文
化
財
保
護
法
の

改
正
に
よ
っ
て
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
制
度
が
発
足
し
、
城

下
町
、
宿
場
町
、
門
前
町
な
ど
全

国
各
地
に
残
る
歴
史
的
な
集
落
・

町
並
み
の
保
存
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
市
町
村
は
、
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
決
定

し
、
地
区
内
の
保
存
事
業
を
計
画

的
に
進
め
る
た
め
、
保
存
条
例
に

基
づ
き
保
存
計
画
を
定
め
ま
す
。

国
は
市
町
村
か
ら
の
申
出
を
受
け

て
、
我
が
国
に
と
っ
て
価
値
が
高

い
と
判
断
し
た
も
の
を
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
し

ま
す
。 

黒
島
地
区
が
重
伝
建
地
区

に
選
定
へ

文
化
審
議
会
は
、
4
月
17
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
同
審
議
会

文
化
財
分
科
会
の
審
議
・
議
決
を

経
て
、
黒
島
地
区
を
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
す
る

こ
と
を
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し

ま
し
た
。

保
存
地
区
は
、
東
西
約
６
８
０

㍍
、
南
北
約
１
３
０
０
㍍
、
面
積

約
２
０
．
５
㌶
の
範
囲
と
な
っ
て

保
存
へ
の
経
緯

【
平
成
19
年
度
】

・「
輪
島
市
復
興
計
画
」
に
黒
島

地
区
の
復
興
の
方
針
と
し
て
、
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

選
定
を
目
指
す
。

・
住
民
の
有
志
に
よ
る
「
黒
島
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
発
足

・
第
1
回
黒
島
地
区
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
対
策
調
査
委
員
会
（
以

降
計
6
回
開
催
）

・
文
化
庁
調
査
官
に
よ
る
現
地
視
察

【
平
成
20
年
度
】

7
月

・
輪
島
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
条
例
の
制
定

・
伝
建
条
例
制
定
に
関
す
る
地
元

説
明
会

9
月

・
伝
建
地
区
制
度
、
基
準
、
支
援

制
度
等
に
関
す
る
地
元
説
明
会

・
第
1
回
輪
島
市
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
保
存
審
議
会

・
伝
建
地
区
指
定
に
関
す
る
最
終

地
元
説
明
会

・
地
区
指
定
に
関
す
る
地
元
意
向

の
確
認

11
月

・
第
６
回
黒
島
地
区
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
対
策
調
査
委
員
会

・
第
2
回
輪
島
市
伝
統
的
建
造
物

①

い
ま
す
。
昔
の
道
路
や
敷
地
割
が

良
く
残
り
、
街
道
沿
い
を
中
心
に

伝
統
的
な
主
屋
が
建
ち
並
ん
で
い

ま
す
。
片
側
を
通
り
土
間
と
し
、

中
央
に
チ
ャ
ノ
マ
を
置
き
、
床
と

仏
間
を
設
え
た
ザ
シ
キ
を
表
通
り

に
面
し
て
置
く
も
の
が
多
く
見
ら

れ
、
な
か
で
も
船
主
の
住
宅
は
中

庭
を
コ
の
字
で
囲
む
独
特
の
平
面

形
式
を
見
せ
て
い
ま
す
。
時
代
に

よ
り
構
造
形
式
に
違
い
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
黒
色
の
釉
薬
瓦
、
外

壁
の
下
見
板
張
り
、
正
面
開
口
部

に
取
り
付
く
格
子
が
町
並
み
に
統

一
感
を
与
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
答
申
で
は
、「
平
成
19

年
3
月
25
日
の
能
登
半
島
地
震
で

大
き
な
被
害
を
受
け
つ
つ
も
、
独 ②

黒島地区が重伝建地区選定へ
文部科学大臣に答申されました
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群
保
存
地
区
保
存
審
議
会

1
月

・
輪
島
市
黒
島
地
区
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
決
定

・
輪
島
市
黒
島
地
区
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
保
存
計
画
決
定

2
月

・
文
部
科
学
大
臣
へ
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
の
申
出

3
月

・
文
部
科
学
大
臣
が
文
化
審
議
会

へ
諮
問

【
平
成
21
年
度
】

4
月

・
文
化
審
議
会
が
文
部
科
学
大
臣

へ
答
申

6
月
以
降

・
官
報
告
示

能登初
県内で４地区目

【黒島地区の歴史】
黒島集落の成立は 16 世紀前半と推察される。『黒島村小史』( 昭和 13 年
(1938) 発行 ) によれば、釜ェ口（黒島地区の北東部）と呼ばれる山間集落
で半農半漁を営む人々が七軒丁 ( 現在の本町の一部 ) に移り住み、漁業を生
業にしたのが始まりと言われている。江戸中期から明治前期にかけて北前船
が全盛を迎えた。北前船衰退後は経済が停滞し、人口が減少したものの、
漁業で生計をたてながら、一定の集落規模が保たれてきた。高度経済成長期
に入ると、黒島では船舶技術を身につけ、石油タンカー、捕鯨船などの各種
船舶の船員として働く者が増加した。日本船舶業界の黄金時代に、黒島も大
きな飛躍を遂げてきた。　

このたび、黒
島地区が国の
重要伝統的建
造物群保存地
区への選定に
向けて大きな
一歩を踏み出
したことを心
からお喜び申
し 上 げ ま す。
この間、あの

未曾有の震災で大きな被害を受けたに
もかかわらず、この伝統的な家並みを
保存すべく、まちづくり協議会を中心
として地区の皆さんが一丸となってご
尽力されてこられたことに対しまして
心から敬意を表するものであります。
市といたしましても、この貴重な財産
をしっかりと後生に残し、黒島地区の
活性化に資することを切に願っており
ます。

国の重要伝統
的建造物群に
内定しました
ことは、地元
にとって大き
な 喜 び で す。
あの能登半島
地震ですべて
の家屋が被害
を受けました
が、やっとこ

こまで復興することができました。　
住宅を建て替える際には、大手ハウス
メーカーの様式で建て直しを行う者も
いましたが、町並みにそぐわないもの
とならないように、まちづくり協議会
のメンバーで説得に行き、何軒かは思
い留まらせることができました。結果
として大部分で昔からの町並みを保存
することができよかったと思います。
町並みは私たちの先祖から生活ととも
に引き継いだ大切なものです。今後重
伝建に選定されることにより、全国の
みなさんにこの黒島の町並みを見てい
ただきたいと思います。

特
の
平
面
形
式
や
外
観
を
見
せ
る

町
家
等
が
伝
統
的
建
造
物
群
を
構

成
し
、
周
辺
の
自
然
景
観
と
一
体

と
な
っ
て
歴
史
的
風
致
を
今
日
に

よ
く
伝
え
て
い
る
」
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

黒
島
地
区
以
外
で
は
、
福
岡
県

黒
木
町
の
「
黒
木
町
黒
木
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
」
も
重
伝
建

地
区
に
選
定
さ
れ
、
全
国
で
73
市

町
村
85
地
区
が
重
伝
建
地
区
に
選

定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

石
川
県
内
で
は
、
金
沢
市
・
加

賀
市
に
次
い
で
4
地
区
目
で
、
能

登
で
は
初
め
て
の
選
定
と
な
り
ま

す
。

今
後
に
向
け
て

市
で
は
、
現
存
す
る
町
並
み
の

保
存
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
後

黒
島
ら
し
い
町
並
み
に
修
理
や
修

景
を
さ
れ
る
場
合
に
は
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
重
伝
建
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
観
光
客

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

県
指
定
文
化
財
の
角
海
家
の
修
復

も
進
め
て
い
ま
す
が
、も
う
一
方
、

一
般
の
建
物
も
見
て
い
た
だ
け
る

け
る
よ
う
に
公
開
物
件
を
設
け
誘

客
を
図
り
、
ひ
い
て
は
地
域
全
体

の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

③

【写真】
①黒島地区
②街道沿いに並ぶ

伝統的な建造物
③板本邸のチャノマ

撮影者：田村収

梶市長　

黒島地区まちづくり協議会
会長　川端　一人さん　

interview
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と
は

　

中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
地
は
、
河
川
の

上
流
に
位
置
し
、
水
源
の
涵か

ん

養
や
自
然
の
ダ

ム
と
し
て
の
洪
水
防
止
、
さ
ら
に
は
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
し
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
な

ど
国
土
や
地
球
環
境
を
守
る
力
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
平
地
に
あ
る
農
地
に
比
べ
、

維
持
す
る
た
め
の
労
力
が
必
要
に
な
る
た

め
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
を
は

じ
め
と
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
農
地
の
持

つ
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
農
地
の
傾

斜
や
面
積
な
ど
に
応
じ
て
地
域
の
集
落
な
ど

に
対
し
て
交
付
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

①
概
要
と
対
象
面
積
、
交
付
総
額

取
組
数　

85
（
集
落
協
定
84
、個
別
協
定
１
）

対
象
面
積　
　
　

７
，
４
６
１
，
８
２
５
㎡

　

急
傾
斜
農
地　

４
，
５
６
２
，
８
５
５
㎡

　

緩
傾
斜
農
地　

２
，
８
９
８
，
９
７
０
㎡

交
付
総
額　

１
１
１
，
２
４
４
，
３
９
６
円

②
集
落
（
個
別
）
協
定
締
結
数
、
お
よ

び
交
付
額

　

左
上
の
表
参
照

③
交
付
金
は
中
山
間
地
域
の
農
地
を
守
る

た
め
次
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

（
１
）
農
業
生
産
活
動
や
農
地
の
多
面
的
機

能
を
維
持
す
る
活
動

・
耕
作
放
棄
を
防
止
す
る
た
め
の
活
動

・
水
路
や
農
道
の
泥
上
げ
や
草
刈
り
な
ど
の

維
持
管
理
活
動

・
農
地
の
周
辺
に
あ
る
林
地
の
管
理

・
ビ
オ
ト
ー
プ
の
確
保
に
よ
る
自
然
生
態
系

の
保
全

・
景
観
作
物
に
よ
る
生
活
環
境
の
向
上　

な

ど（
２
）
農
業
生
産
活
動
の
体
制
の
整
備

・
農
業
機
械
や
農
作
業
を
共
同
化
す
る
こ
と

に
よ
る
生
産
性
の
向
上

・
新
規
就
農
者
や
地
域
の
担
い
手
と
な
る
農

家
を
育
成
す
る
活
動

・
集
落
を
基
礎
と
し
た
営
農
組
織
を
育
成
す

る
活
動　

・
農
地
の
法
面
や
水
路
、
農
道
な
ど
の
補
修

や
改
良

・
す
で
に
耕
作
放
棄
と
な
っ
て
い
る
農
地
の

復
旧
や
林
地
化　

な
ど

問
市 

農
林
水
産
課　

☎
（
23
）
１
１
４
１

集落（個別）協定締結数および交付額
協定集落 面積：㎡ 交付額：円 協定集落 面積：㎡ 交付額：円

1 小伊勢 37,818 794,178 43 市ノ坂くり 210,653 1,692,331
2 房田 119,993 1,846,323 44 大西山くり 47,500 453,209
3 光浦 50,803 506,670 45 稲舟 128,362 2,695,602
4 赤崎 72,625 1,220,032 46 下黒川 149,748 1,155,433
5 下山 31,513 529,393 47 洲衛 162,195 1,455,640
6 小池 75,000 1,503,299 48 西時国 98,139 785,112
7 長沢 95,966 767,728 49 徳成 103,273 1,090,851
8 仁行 284,776 4,471,046 50 能納屋 31,210 327,355
9 本江 246,819 2,381,439 51 東大町 31,900 535,909

10 石休場 75,152 1,578,192 52 安代原 72,673 1,216,128
11 北谷 45,191 949,011 53 千代 16,320 274,161
12 西脇 49,452 1,015,601 54 江崎 37,877 636,294
13 山ノ上 75,179 1,343,498 55 山是清 94,983 1,595,658
14 市ノ瀬 97,527 1,720,649 56 黒岩 42,888 900,648
15 里 225,808 4,741,968 57 久川 88,980 1,494,778
16 小田屋 75,090 1,576,890 58 尺ヶ池 18,616 312,724
17 尊利地 68,185 1,431,885 59 矢徳 62,891 1,056,501
18 白米 16,228 340,788 60 渡瀬 39,453 662,771
19 東印内 35,797 601,353 61 長井坂 12,643 265,503
20 大西山 148,277 3,113,817 62 清土 59,758 1,193,561
21 小西山 96,067 2,017,407 63 地原 126,672 1,562,223
22 渋田 52,044 1,092,924 64 内保 110,045 1,375,803
23 寺地 168,737 2,381,706 65 道下 168,290 3,534,090
24 敷戸 85,078 819,373 66 椎木 70,792 1,486,632
25 南時国 247,577 2,286,402 67 馬渡 136,352 2,863,392
26 東大野 92,333 1,551,150 68 中谷内 29,409 617,589
27 川西広 39,137 821,877 69 百成 28,015 289,562
28 川西桜木 21,068 442,428 70 二又川 180,616 2,900,304
29 金蔵１ 130,499 2,740,479 71 小山 109,383 2,297,043
30 金蔵２ 101,373 2,128,833 72 大久保 23,615 495,915
31 金蔵３ 106,444 2,235,324 73 和田 229,531 1,836,248
32 桶戸 16,194 340,074 74 栃木 62,677 609,888
33 徳成谷内 57,579 1,209,159 75 深田 70,313 520,665
34 東 124,733 1,317,657 76 上河内 11,433 192,071
35 真久 28,053 589,113 77 滝町 12,848 215,837
36 麦生野 161,170 2,366,579 78 切狭 27,150 456,091
37 北円山 87,317 1,595,601 79 千代 23,652 397,336
38 滝又 148,805 2,040,627 80 鍛冶屋 30,834 517,971
39 中 153,394 1,845,466 81 原 38,543 388,518
40 興徳寺 70,078 738,087 82 谷口 18,384 117,646
41 大野 90,671 1,523,176 83 勝田 20,269 340,504
42 尾山 328,263 2,908,911 84 大川 72,407 651,666

 個別 A 16,720 351,120
合計 7,461,825 111,244,396

中山間地域等
直接支払制度
の実施状況



広報 わじま�

石
川
県
で
は
、
県
産
材
の
良
さ
を
広
く
県

民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
い
し
か
わ
の

木
が
見
え
る
家
」
の
建
築
を
進
め
ま
す
。

【
募
集
要
件
】

応
募
の
対
象
者
は
、
石
川
県
内
に
自
ら
居

住
す
る
た
め
に
、
左
記
の
す
べ
て
の
条
件
を

備
え
た
住
宅（
注
文
・
建
売
）を
購
入
す
る
方
。

①
県
が
認
定
す
る
「
い
し
か
わ
の
木
が
見
え

る
家
づ
く
り
推
進
事
業
者
（
推
進
事
業
者
）」

が
建
築
す
る
住
宅
。

②
推
進
事
業
者
が
提
案
す
る
「
い
し
か
わ
の

木
が
見
え
る
家
」の
事
例
を
活
用
し
た
住
宅
。

③
石
川
県
産
材
（
県
産
材
産
地
お
よ
び
合
法

木
材
証
明
書
の
添
付
）
を
5
㎥
以
上
使
用
し

た
住
宅
。

④
延
べ
床
面
積
が
70
㎡
以
上
の
住
宅

【
応
募
手
続
き
】

応
募
の
手
続
き
は
所
定
の
様
式
に
必
要
な

事
項
を
記
入
の
上
、
奥
能
登
農
林
総
合
事
務

所
林
業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
、
石
川
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

平
成
22
年
2
月
5
日 

ま
で
（
平

成
22
年
1
月
末
日
ま
で
の
完
成
分
）

募
集
戸
数
お
よ
び
助
成
金
額　

60
戸

　

1
戸
あ
た
り
10
万
円 

（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

能
登
ふ
る
さ
と
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
（
能
登
半
島
地
震
復
興
基
金
）
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。こ
の
制
度
に
応
募
し
、

抽
選
の
結
果
落
選
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
市

の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
輪
島
市
農
林
水
産
課
林

業
振
興
係
ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
林
業
振
興
課

　

☎
（
26
）
２
３
２
９

　

市 

農
林
水
産
課
林
業
振
興
係

　

☎
（
23
）
１
１
４
１

施
主
の
皆
さ
ん

県
産
材
を
使
用
し
た
住
宅
建
築

に
補
助
し
ま
す
！

狂犬病予防注射の予定
【実施日：6 月 14 日（日）】

会場 時間

輪島市役所前 8:50 ～ 10:20

輪島市門前会館前 10:50 ～ 11:15

三井出張所前 11:45 ～ 12:00

環
境
通
信

狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

４
月
に
犬
の
注
射
を
受
け
て
い
な
い
飼
い

主
の
皆
さ
ん
は
、
６
月
14
日
（
日
）
に
左
記

の
場
所
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
注
射
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
が
死
亡
し
た

場
合
は
、
注
射
の
場
所
に
は
が
き
を
持
っ
て

来
て
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
環
境
対
策
課
ま

た
は
門
前
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
射
会
場
に
持
っ
て
く
る
も
の
】

登
録
済
の
犬

定
期
狂
犬
病
予
防
注
射
通
知
書
（
４
月
に

郵
送
済
）　

注
射
料
金
（
３
，
０
０
０
円
）

未
登
録
の
犬　
　

犬
の
登
録
料
お
よ
び
注

射
料
金
（
合
計
６
，
０
０
０
円
）

レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
、
お
買
い
物
に
は

「
マ
イ
バ
ッ
グ
（
買
い
物
袋
）」
を
持
参

し
ま
し
ょ
う
。

６
月
１
日（
月
）か
ら
県
内
の
多
く
の
ス
ー

パ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
で
レ
ジ
袋
無
料
配
布
が
中
止
さ
れ
、
必
要

な
場
合
は
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
多
く
の
コ
ン
ビ
ニ
、
書
店

な
ど
で
も
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
以
外
の

方
法
で
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
合
わ

せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
新
の
取
組
店
舗
一
覧
は
、
石
川
県
環
境

政
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

ど
う
し
て
、
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る

の
？

① 

ゴ
ミ
の
減
量
化

レ
ジ
袋
は
、
国
民
一
人
あ
た
り
年
間
約

３
０
０
枚
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
推
計
さ

れ
、
多
く
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
こ
と
な
く

廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

② 

地
球
温
暖
化
の
防
止

・
レ
ジ
袋
１
枚
（
10
㌘
）
の
生
産
・
焼
却

で
、
温
暖
化
の
要
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

が
約
60
㌘
排
出
さ
れ
ま
す
。

・
身
近
な
レ
ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
す
契
機
と
な
り
ま
す
。

問
市 

環
境
対
策
課　

☎
（
23
）
１
８
５
３
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旭
日
小
綬
章

田
中　

孫
右
ヱ
門
さ
ん

71
歳　

山
岸
町

旧
輪
島
市
議
会
議
長
を
務
め
、
長
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
年
10
月
9
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
高

齢
者
の
祭
典
・
第
23
回
全
国
健
康
福
祉
祭

い
し
か
わ
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川

２
０
１
０
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
輪
島
市

で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
大
会
の
成
功
に

向
け
、
去
る
5
月
18
日
、
市
役
所
に
お
い
て

市
内
の
各
団
体
の
代
表
の
皆
さ
ん
な
ど
に
お

集
ま
り
を
い
た
だ
き
、
輪
島
市
実
行
委
員
会

を
設
立
、
全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
団
等
を
温

か
く
迎
え
る
た
め
の
諸
準
備
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
輪
島
市
健
康
推
進
課
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
対

策
室
（
☎
（
23
）
１
１
７
９
）
ま
で

ねんりんピック石川 2010

輪島市実行委員会発足

晴れの栄誉に輝きました方を紹介します

平成 21 年春の叙勲

肩
こ
り
に

つ
い
て
知
ろ
う

肩
こ
り
は
辛
い
で
す
よ
ね
。
肩
こ
り
は
ど

う
し
て
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
今
回
は
肩

こ
り
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
肩
こ
り
は
な
ぜ
起
き
る
の

Ａ
肩
こ
り
は
、
主
に
「
僧
帽
筋
」
と
い

う
筋
肉
が
こ
る
（
硬
縮
：
硬
く
縮
こ

ま
る
）
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
筋
肉
は
腕

を
吊
り
下
げ
、
頭
を
支
え
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
絶
え
ず
重
た
い
身
体
の
一
部
を
支
え
た

り
吊
り
下
げ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の

上
、
同
じ
姿
勢
が
続
く
こ
と
で
よ
り
負
担
が

か
か
っ
た
り
、
猫
背
な
ど
の
悪
い
姿
勢
で
い

る
と
、
こ
の
筋
肉
は
す
ぐ
に
悲
鳴
を
あ
げ
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
筋
力
の

低
下
や
仕
事
上
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
が

加
わ
る
と
、「
肩
こ
り
」
を
起
こ
し
や
す
く

な
る
わ
け
で
す
。

Ｑ
肩
こ
り
を
や
わ
ら
げ
る
方
法
は

Ａ
①
急
性
的
な
痛
み
（
関
節
組
織
の
炎

症
な
ど
）
が
あ
る
場
合
：
氷
を
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
、
薄
い
タ
オ
ル
で
く
る
ん
で
10

～
20
分
間
局
部
に
あ
て
が
い
ま
す
。
冷
や
す

と
血
管
が
収
縮
し
て
、
炎
症
な
ど
を
抑
え
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
②
慢
性
的
な
痛
み
の
場

合
：
基
本
的
に
は
局
部
を
温
め
て
血
行
を
よ

く
す
る
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
温
め
る

と
血
管
が
広
が
り
血
液
の
循
環
が
良
く
な
る

と
と
も
に
熱
が
深
部
ま
で
達
す
れ
ば
筋
や
腱

が
柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。
40
～
42
度
の
温
水

（
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
）
を
15
～
20
分
間
、
直
接

局
部
へ
あ
て
が
う
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
首
の
筋
肉
の
柔
軟
性
を
保
っ
て
お
く

に
は

Ａ
日
常
生
活
で
首
を
大
き
く
動
か
す
機

会
は
意
外
と
な
い
も
の
で
す
。
本
来
、

頚
椎
に
な
ん
の
異
常
も
な
け
れ
ば
、
首
は
前

後
方
向
へ
１
２
０
度
傾
き
、
左
右
方
向
へ
は

１
８
０
度
の
可
動
域
（
回
旋
で
）
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
緊
張
し
た
状
態
で
放
っ
て
お

い
た
り
、
あ
ま
り
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
柔

軟
性
が
低
下
し
、
そ
の
動
き
は
徐
々
に
狭

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
首
や
肩
に
緊
張

を
与
え
て
い
る
よ
う
な
人
は
、
40
～
50
分
毎

に
首
や
肩
を
動
か
し
、
そ
の
可
動
域
を
常
に

保
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

今
月
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

▼

実
行
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
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立
候
補
予
定
者
説
明
会

輪
島
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。立

候
補
関
係
書
類
の
配
布
、
立
候
補
届
出

書
等
の
記
載
や
選
挙
運
動
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
す
の
で
候
補
者
、
推
薦
人
等
関
係

者
の
方
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

6
月
15
日
（
月
）

　
　
　

13
時
30
分
か
ら
（
約
1
時
間
）

場
所　

輪
島
市
役
所
3
階　

大
会
議
室

立
候
補
届
出
日　

日
時　

6
月
28
日
（
日
）

　
　
　

8
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

場
所　

輪
島
市
役
所
3
階　

大
会
議
室

投
票
日　
　
　

日
時　

7
月
5
日
（
日
）

　
　
　

7
時
か
ら
17
時
（
閉
鎖
時
刻
）

場
所　

　

投
票
日
ま
で
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
く
入

場
券
に
は
、
ご
自
分
の
投
票
区
の
投
票
所
、

閉
鎖
時
刻
等
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
立
候
補
届
出
状
況
に
よ
り
無
投
票
と

な
る
場
合
に
は
郵
送
し
ま
せ
ん
。

投
票
で
き
る
方　
　

平
成
21
年
度
輪
島
市
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

期
日
前
投
票　
　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
用
務
で
投
票
区
域

外
に
滞
在
す
る
方
や
、
病
気
や
出
産
、
身
体

の
故
障
な
ど
歩
行
が
困
難
で
あ
る
方
は
、
左

記
の
期
間
中
、
投
票
で
き
ま
す
。

期
間　

6
月
29
日（
月
）か
ら
7
月
4
日（
土
）

ま
で
の
毎
日　

場
所　

輪
島
市
役
所
3
階　

大
会
議
室

　
　
　

8
時
30
分
～
20
時
ま
で
の
間

　
　
　

門
前
総
合
支
所
１
階　

101
会
議
室　

　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
ま
で
の
間

　
問
輪
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

  

☎
（
23
）
１
１
９
５

E-m
ail

：senkan@
city.w

ajim
a.lg.jp

輪島市農業委員会委員選挙
７月５日（日）執行予定
7 月 31日に任期満了となる輪島市農業委員会委員選挙についてお知らせします。

みなさんのご搭乗をおまちしております。
能登扌東京能登扌東京１日２往復！
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平成 21 年 4 月 1 日現在 65 歳以上の年金受給者のうち市・県民税の納税義務のある方が対象です。

65歳以上の方の年金所得に係る市・県民税の納税方法が変わります。この制度の対象となるのは、「平成21年4
月1日現在65歳以上の年金受給者で、前年中の年金所得に係る市・県民税の納税義務のある方」です。
ただし、以下の方については、対象となりません。

◆介護保険料が年金から引き落としされていない方
◆引き落とされる市・県民税額が老齢基礎年金等の額を超える方　など

老齢基礎年金または昭和 60 年以前の制度による老齢年金、退職年金等を言います。
障害年金および遺族年金などの非課税の年金からは、市・県民税の引き落としは
されません。

引き落としされるのは、年金所得の金額から計算した市・県民税額のみです。給
与所得や事業所得などの金額から計算した市・県民税額は、これまでどおり給与
からの引き落とし、または納付書で納めていただくことになります。

引き落とし開始後、市外への転出、税額の変更、年金の支給停止などが発生した
場合は、引き落としが中止となり、普通徴収（納付書により市役所や金融機関な
どで納める方法）により納めていただくことになります。

平成 21 年 10 月支給分の年金から引き落としが始まります。

（例）市・県民税の年税額が 6 万円（年金所得のみ）の場合

こ
・ ・ ・ ・

れまでの納め方
納付書で納める

（普通徴収）
月 6 月 8 月 10 月 1 月

税額 1万5千円 1万5千円 1万5千円 1万5千円

算出方法 1/4 1/4 1/4 1/4
年税額の 1/4 ずつ納付書で納めていただいていました。

平
・ ・ ・ ・ ・

成 21 年度の納め方
納付書で納める

（普通徴収）
年金から引き落とし

（特別徴収）
月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

税額 1万5千円 1万5千円 1万円 1万円 1万円

算出方法 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6
6・8 月は、年税額の 1/4 ずつをこれまでどおり納付書
で納めていただきます。10・12・2 月は、年税額の 1/6
ずつを引き落とします。

平
・ ・ ・ ・ ・

成 22 年度以降の納め方
年金から引き落とし

（特別徴収）
月 4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

税額 1万円 1万円 1万円 1万円 1万円 1万円

算出方法 前年度 2 月と同じ額 平成 22 年度の年税額の残りの 1/3 ずつ

4・6・8 月は、前年度の 2 月の税額と同額を引き落とします。
10・12・2 月は、年税額から 4・6・8 月の税額を差し引いた残り
の税額を引き落とします。

引き落としの開始は、平成 21 年 10 月支給分の年金からとな
ります。そのため、平成 21 年度の市・県民税額のうち半分に
ついては、平成 21 年６月と 8 月に、これまでどおり納付書で
納めていただくことになります。

引き落としの
対象となる年金とは…

引き落としされる
市・県民税額は…

引き落としが
中止となる場合は…

新たな税負担が生じるものではありません。

市・県民税の年金からの引き落とし（特別徴収制度）の導入は、納税方法を変更するものであり、この制度によ
り新たな税負担が生じるものではありません。

　問 市 税務課市民税係　☎２３－１１２６　　 市民課税政係　☎４２－９９１７門

平成 21年 10月より

市・県民税の年金からの
　引き落としが始まります
　【特別徴収制度】

【特別徴収制度】
市・県民税を年金から引き
落として納入することです。
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　人間ドックのご案内
輪島市国民健康保険では、被保険者の方々に対して人間ドックの助成事業を行っております。

　【助成対象者】　輪島市国民健康保険に加入されている 35 歳以上の方
　【医療機関】　人間ドックは、市立輪島病院に限ります。（脳ドックについては、指定なし）
　【検査コ－ス】　人間ドック（希望者のみＭＲＩの追加検査可能）、脳ドック
　【検査費用】　下記の通り　

【人間ドック】
男性 女性

MRI 等検査なし MRI 等検査あり MRI 等検査なし MRI 等検査あり
検査費用額 ５５，１２５円 ７７，２２８円 ５４，９１５円 ７７，０１８円
市負担額 ５０，１２５円 ７０，２２８円 ４９，９１５円 ７０，０１８円
受検者負担額 ５，０００円 ７，０００円 ５，０００円 ７，０００円

※自己負担額は、検査終了後に病院の会計窓口でお支払いください。

【脳ドック】
５０，０００円まで ５０，０００円を超える部分

市負担額 ９割 助成なし
受検者負担額 １割（１, ０００円未満切り捨て） 全額

※全額お支払いの上、領収書を市民課国保係へお持ちください。

　【特定健康診査について】
今年度から、40 歳以上の方が人間ドックを受検される場合は、特定健康診査も兼ねることができます。

受検の際、病院窓口に特定健康診査受診券等（6 月下旬にお届けする予定）を持参してください。

　【申込方法】
国民健康保険証と印鑑を持参の上、市役所２階の市民課国保係、門前総合支所１階の健康福祉課または

支所、各出張所までお申し出ください。

　　問 市 市民課国保係　☎２３－１１２４　　　 健康福祉課　☎４２－９９１８

　平成 21年 7月 1日

　経済センサスが実施されます！
経済センサス－基礎調査が事業所および企業を対象に実施されます。
これまで実施してきた事業所・企業統計調査やサービス業基本調査な

どの経済に関連した大規模統計調査を統廃合、簡素合理化することによ
り、新たに創設された統計調査です。

期間中、調査員が調査票を配布いたしますので記入をお願いします。
後日、調査員が調査票の回収に再度伺います。

なお、調査において知り得た情報は、統計法により厳重に秘密保護が
定められています。また、調査内容を統計の作成以外の目的に使用する
ことは一切ありません。

ご協力お願いします。　

【期間】配布：6 月 24 日～ 6 月 30 日
回収：7 月 1 日～ 7 月 14 日

　問 市 企画課　☎２３－１１１３

門
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介護予防サポーターとは高齢者の身体や介護予防について知識を持ち、地域の介護予防教室や高

齢者の自主グループの活動をお手伝いしていただくボランティアの方です。現在輪島市では６１人

の介護予防サポーターがいます。

【主な活動場所】
・ 脳いきいき健康教室

・ 地域住民グループ支援活動

（地域での定期的な高齢者の集まり）　などです。

輪島市では今年度も下記の日程で介護予防サポーター養成講座を行います。
本講座を修了された方は、輪島市介護予防サポーターとして認定し、地域で活動していただく予

定です。自分自身の健康づくり、生きがいのためにもぜひ参加してみませんか。
内容 ふれあい健康センター 門前保健センター

第 1 回
輪島市の高齢者の現状、介護予防について
毎日の生活に運動を取り入れましょう。

（運動機能について）
7 月 2 日（木） 7 月 9 日（木）

第 2 回
口腔ケアを始めましょう。
～口は健康への入り口～

（口腔機能について）
7 月 16 日（木） 7 月 23 日（木）

第 3 回 今日からあなたも認知症サポーター♪
（認知症について） 8 月 6 日（木） 8 月 12 日（水）

第 4 回 食生活を楽しみましょう。
（栄養について） 8 月 20 日（木） 8 月 27 日（木）

第 5 回 楽しく介護予防に取り組みましょう。
（レクレーション） 9 月 3 日（木） 9 月 10 日（木）

第 6 回 介護予防サポーターとして地域に介護予防
を広めましょう。（実習） 9 月 17 日（木） 9 月 24 日（木）

【対象】市内在住で介護予防に関心のある方。また、修了後に介護予防サポーターとして活動する

　　　　意欲のある方。
【時間】10時～12時
【会場】輪島市ふれあい健康センター、門前保健センターのどちらかをお選びください。

※ 6 講座のうち 4 回以上受講した方は輪島市介護予防サポーターとして認定致します。

輪島市の認知症サポーター養成状況
輪島市の認知症サポーターは現在４３８人です。
（平成 21 年 4 月 31 日現在）
輪島市では認知症サポーター養成の出前講座を行っています。
申し込みは地域包括支援センターまで。

お問い合わせ・ご相談はお近くの地域包括支援センターまで　　

　輪島市地域包括支援センター　　☎２３－１１７４　　　　

　　門前支所　　　　　　　　　　　☎４２－９９１８　　　　

　　東部支所　　　　　　　　　　　☎３２－１８３８　　　　

“元気”がなにより　第15回
介護予防サポーター育成講座参加者募集!!

みなさんの

ご参加をお待ち

しております♪

参加者の声
事前にサポーターとしての知識を学ぶので、
すんなりと活動に参加することができまし
た。高齢者の教室では一緒に楽しみ、自分自
身の喜びにもなっています。　　60 代女性
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楽しく子育て！してますか？

子育てを応援します
子育てに関する質問をお寄せください。
パパの子育て奮闘記も随時募集中 !!

E ﾒｰﾙ：koho ＠ city.wajima.lg.jp

乳幼児健康相談　会場：子育て支援センター

●スマイルキッズ（母乳育児サークル）
　6 月 12 日㊎ 14:00 ～ 16:00
●すくすく相談２ヵ月児

　6 月 23 日㊋ 14:00 ～ 15:00
●乳幼児健康相談

　6 月 24 日㊌ 10:00 ～ 11:30

輪島市子育て支援センター　　☎ 22-8031 

日時 内容 対象
6 月 4 日㊍
10:30 ～

うさちゃん広場
「かたつむりを作ろう」 乳幼児と保護者

6 月 9 日㊋
10:30 ～

ぴよぴよ広場
「ベビーマッサージ」

材料費：300 円
バスタオル・タオル

１歳までの乳児
と保護者

（要申込）

6 月 16 日㊋
10:30 ～

ぴよぴよ広場
「赤ちゃん体操」

１歳までの乳児
と保護者

6 月 18 日㊍
10:30 ～

うさちゃん広場
「うたあそび」 乳幼児と保護者

6 月 23 日㊋
10:30 ～

ぴよぴよ広場
「プレボーあそび」

１歳までの乳児
と保護者

6 月 25 日㊍
10:30 ～

うさちゃん広場
「おはなし会」 乳幼児と保護者

6 月 30 日㊋
10:30 ～

ぴよぴよ広場
「誕生日おめでとう会」

１歳までの乳児
と保護者

7 月 2 日㊍
10:30 ～

うさちゃん広場
「七夕飾りを作ろう」 乳幼児と保護者

輪島市もんぜん児童館　　　☎ 42-3166 

日時 内容・備考

6 月 6 日㊏
10:30 ～ 11:30

レッツ・ダンス　ポニョを踊ろう！
みんなもよく知っているポニョの
曲で楽しく踊りましょう！

6 月 27 日㊏
10:00 ～ 13:00

手打ちヨモギ入りうどん作り
材料費：200 円　定員：20 人　
申込締切日：6 月 24 日（水）　
持ち物：エプロン、三角巾、
　　　　ハンカチ

毎週
水・木・金曜日

9:00 ～ 12:00

育児サロン
遊んだり、おしゃべりしに来ませんか !?
6 月 5 日　親子体操（10:30 ～ 11:00）
6 月 25 日　乳幼児健康相談
　　　　　（10:30 ～ 11:30）

☆クラブ「ミュージカルをつくろう」
　6 月 20 日㊏　13:30 ～ 11:30

輪島市児童センター　　☎ 22-8031 

日時 内容 対象
6 月 7 日㊐
14:00 ～ カレンダー作り 幼児～大人

6 月 13 日㊏
13:00 ～

親子でお茶会
共催：みらい子育て
ネット輪島
参加費：100 円

幼児～大人
※幼児は保護者
同伴（要申込）

6 月 14 日㊐
10:00 ～

わじまキッズランド
企画会議 小学生～高校生

6 月 21 日㊐
14:00 ～

プラネタリウムと
七夕飾り作り

小学生
（要申込）

6 月 28 日㊐
9:00 ～

絵本の中の料理を作
ろう「ネコが手を貸
すレストラン」

ブイヤベースとピザ
講師：高野彰氏
材料費：300 円
持ち物：エプロン、
三角巾、手ぬぐい

小学生と保護者
（要申込）

7 月 4 日㊏
14:00 ～ カレンダー作り 幼児～大人

　☆将棋教室　　　　　6 月 13 日㊏、27 日㊏
　☆ハンドベルクラブ　6 月 13 日㊏、27 日㊏
　☆卓球教室　　　　　6 月 13 日㊏
　☆手話であ・そ・ぼ　6 月 20 日㊏

児童手当のお知らせ
●児童手当は、毎年２月、６月、１０月の１５日
にそれぞれの前月分まで支給されます。

【支給額（月額）】
３歳未満　　一律１万円
３歳到達の翌月より、第１子、第２子は５千円
第３子以降　　　１万円

●児童手当を受けている方は、毎年６月に「現況
届」を提出しなければなりません。
　この届は、毎年 6 月 1 日における状況を記載し、
児童手当等を引き続き受ける要件があるかどうか
を確認するためのものです。
　この届の提出がないと、手当が受けられなくな
りますのでご注意ください。

【届出期間】　6 月 1 日（月）～ 30 日（火）
　※ただし、土曜日、日曜日を除く。

【必要なもの】　印鑑、保険証
【届出場所】　本庁福祉課、門前総合支所市民課、

各支所・出張所
問 市 福祉課　☎２３－１１６１
           市民課戸籍・住民係　☎４２－９９１６門
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6/
６

（土）

11:30 ～ 11:50 航空機による編隊飛行（マリンタウン上空）
※開催日前日までに練習飛行を行うことがご
ざいますので、あらかじめご了承ください。

12:00 ～ 21:00 飲食ブース（マリンタウン）
12:20 ～ 13:00 マーチングドリル演奏（マリンタウン）
13:00 ～ 16:00 倭の島交流大パレード

（マリンタウン～市街地）
マンガキャラクター仮装コンテスト

（マリンタウン）
クラシックカー車両展示（マリンタウン）

13:30 ～ 15:00 はまゆき船内見学（へぐら航路前）
17:30 ～ 19:30 第 12 回夕やけ笑劇場「桂文珍独演会」

（門前町まんだら村芸術工房「テラ」
※雨天の場合、門前東小学校体育館）

19:00 ～ 子ども笹ギリコ行列
（三角州～マリンタウン）

20:20 ～ 20:40 御陣乗太鼓実演（マリンタウン）
20:40 ～ 輪島市民大花火大会（マリンタウン）

6/
7

（日）

9:00 ～ 16:00 禅の里交流ステージ・パレード
（門前総合支所前　※荒天時はパレードのみ

門前東小学校体育館で行います。）
總持寺会場食まつり（門前総合支所前）

10:00 ～ 13:00 クラシックカー車両展示
（総持寺通り・能登空港）

10:00 ～ 16:00 座禅と法話（禅の里交流館・旧酒井邸）
18:00 ～ 20:30 輪島市民まつり演奏会

（文化会館大ホール）

※輪島市民まつり開催中、安全確保のため市内の一部を交通規制しま
すので、ご協力をお願いします。内容は予告なく変更することがござ
いますので、あらかじめご了承ください。

【事務局・問い合わせ先】　
　輪島市民まつり実行委員会
　マリンタウン会場 　☎ 22-7777　FAX22-7707　
　　　　　　　　　　E-mail:kaigisho@po.wajimacci.or.jp
　總持寺会場 　　　　☎ 42-1111　FAX42-0594　
　　　　　　　　　　E-mail:mn-soumu@city.wajima.lg.jp

輪島市民まつり協賛行事　　
第 43 回輪島市美術展 6/4（木）～ 8（月）　9:00 ～ 17:00 輪島市文化会館

第 47 回輪島塗見本展 6/6（土）・7（日）9:00 ～ 17:00
※ 7 日は 15:00 まで 輪島漆器会館

生新の時 2009 若者たちの漆芸作品展 6/22（月）まで　9:00 ～ 17:00 石川県立輪島漆芸美術館
第 23 回現代工芸美術石川会輪島地区展 6/5（金）～ 7（日）　9:00 ～ 17:00 石川県立輪島漆芸美術館
第 24 回輪島市いけばな協会花展 6/6（土）・7（日）　9:00 ～ 17:00 輪島市文化会館
ヘリコプター遊覧飛行 6/6（土）・7（日）　9:00 ～ 17:00 マリンタウン
第 6 回輪島盆栽展 6/5（金）～ 7（日）　9:00 ～ 17:00 輪島市鳳至公民館
日本海夕陽写真展 6/7（日）まで　10:00 ～ 17:00 カフェ「フォーユー」
まんなか花いっぱい週間 6/7（日）まで　10:00 ～ 18:00 まんなか商店街
奥能登紙ヒコーキ大会 6/7（日）　13:00 ～ マリンタウン芝生内
朝市およびリサイクルショップ 6/6（土）　9:00 ～ 12:00 ( 社 ) 輪島市シルバー人材センター
体験工房、漆器・輪産物工房の割引 6/6（土）・7（日）　9:00 ～ 18:00 輪島工房長屋

たくさんのご賛同をいただき、素晴らしい
花火を打ち上げています。心より感謝いた
します。募金の使途は花火打上費に限られ
ており、皆さんの募金が多いほどたくさん
の花火を打ち上げる事ができます。できる
限り大規模な花火大会にし、皆さんの励み
になればと思いますので、ぜひともご協力
いただきますようお願いします。

輪島市民まつり実行委員会

下記口座が輪島市民花火募金の口座になります。
興能信用金庫 輪島支店 普 8004217
興能信用金庫 新橋支店 普 8003142
北陸銀行 輪島支店 普 4150060
北國銀行 輪島支店 普 268284
のと共栄信用金庫 輪島支店 普 0066962
おおぞら農業協同組合 輪島支店 普 6585714
※いずれも口座名は「輪島市民花火基金」です。

花火募金に
ご協力ください !!

輪島市民まつり 2009

 Ｃ 永井豪／ダイナミック企画

永井豪記念館

輪島漆芸美術館

６日・７日の両日

無料開館します !!

※輪島漆芸美術館は輪島市民のみ対象と
なります。
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催 事 情 報催 事 情 報
地域づくり支援講座 スーパーカー、 名車　能登空港へ

　 　

輪 島 漆 芸 美 術 館
－ Ishikawa Wajima Urushi Art Museum －

☎２２－９７８８
http://www.city.wajima.ishikawa.jp

/art/index.html
開館時間 9 時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）／入館料 一般 600 円、高・大学生 300 円、小・中学生 150 円（輪島市在住の小中高生は無料）

6 月の休館日：6 月 23 日（火）、24 日（水）、25 日（木）

生
せいしん

新の時 2009  若者たちの漆芸

　会期　6 月 22 日 ( 月 ) まで開催中　※会期中無休

本作品は、漆と紐を用いて女性の身体の美しさを表現
しています。この他にも若い感性に溢れた作品計 44 点
をご紹介しています。
【次回展覧会のご案内】
　「漆芸の巨匠たち」「アジアの漆芸」「輪島塗の歩み」
　会期　6 月 26 日 ( 金 ) ～ 8 月 30 日 ( 日 )

道具類などの資料収集にご協力ください！！

漆芸美術館では輪島塗の特徴をより広く理解していた
だくため、さまざまな分野にわたる常設展示を計画して
います。とくに下記の道具（工具）類が不足しています
ので、ぜひとも漆器関係者、市民の皆さんのご理解ご協
力をいただき、寄贈・寄託をお願い申し上げます。

【収集品目】
①漆掻きの道具
②椀・曲物・指物・朴木地製作の道具
③漆の精製、髹

きゅうしつ

漆（塗り・研ぎ）、沈金、蒔絵、呂色
の道具

④漆器を使った年中行事の写真（年季明け、初食い
膳、冠婚葬祭など明治～昭和前期のもの）

⑤漆器工房の作業風景、博覧会等の写真（明治～昭和
前期のもの）

⑥塗師屋商売に関する資料（鑑札、見本手板、帳簿、
衣服、古文書など江戸～昭和前期のもの）

⑦その他参考となるもの

金沢大学が奥能登の２市２町と連携して実施する
「能登里山マイスター」養成プログラムのうち、金曜

日に開催する「地域づくり支援講座」は公開講座となっ
ており、予約なしでご参加いただけます（聴講無料）。
6 月の講演テーマは次の通りです。

●第4回　6月12日（金）
　辻 彰 氏（金沢大学学長特別補佐）
　「能登海洋深層水の可能性(仮題)」

●第5回　6月26日（金）
　曽根原 久司 氏（NPO法人えがおつなげて）
　「関東ツーリズム大学が目指すもの」

場所　能登空港ターミナルビル４F講義室
時間　18:20～19:50

問里山マイスター能登学舎　
　☎０７６８－８８－２５６８

日時　6月7日（日）　10:00～13:00
場所　能登空港　第2駐車場
内容　

憧れのスーパーカーや 1986 年までに生産された懐
かしい名車などが勢ぞろい。また、全国から選りすぐ
りの車やオートバイが来ます。

　ぜひ、この機会に能登空港で「憧れのスーパー
カー」や「懐かしい名車」をご覧ください。

問輪島オートモビルミーティング2009実行委員会
　☎０９０－２０９８－８５８９
（平日10:00～17:00）　

▲「adaptation」　安藤絵美 作
　  金沢美術工芸大学蔵
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いしかわ県民大学校 （能登校） 実施講座

ラポルトすず歌謡祭2009
　6月6日㊏　14:30～、18:30～　

■出演　松原健之、山本あき、大地誠

■入場料　Ｓ席（指定席）3,000 円、

　　　　　Ａ席（自由席）2,000 円

問ラポルトすず ☎ 0768-82-8200
　

さざえまつり
　6月15日㊊～7月15日㊌まで　

さざえまつりフルコースが 3,990 円（消費税込）

にて味わえます。のぼり旗が立ってる各加盟店で

ご賞味ください。要予約

問穴水町産業振興課☎ 0768-52-3670

能登花の寺　平等寺（あじさい寺）
見ごろ：6月下旬

珠洲道路沿い、寺分地内にある平等寺の参道に

は、十三仏を囲むように約 130 種 4,000 株のアジ

サイが植えられています。6 月下旬からは色とり

どりに咲き誇り、観光客を迎えます。

◎珠洲市

◎穴水町

◎能登町

「いしかわを知る講座」　受講生募集

①「石川の海と水族館のみどころ」

　のとじま水族館　展示・海洋動物科長　池口　新一郎氏
　開催日　6月19日(金)　13:30～

②「能登の中の徒然草」

　珠洲市教育委員長　　井舟　哲全氏
　開催日　6月26日(金)　13:30～

③「渤海国王の使者と能登半島」

　金沢星稜大学教授　　藤井　一二氏
　開催日　7月2日（木）13:30～

会場　能登空港ターミナルビル４階
定員　各40人（定員に達し次第受付終了）
※ どなたでも無料で受講できます。

「能登陶芸教室」( ６回 )　受講生募集

　珠洲焼を手やロクロを使って形成し、釉薬・焼成までを
行います。
　講師　坂本　一郎氏（作家）
　開催日　7月6日（月）、7日（火）、8日（水）、
　　　　　22日（水）、８月4日（火）、25日（火）
    会場　能登空港ターミナルビル４階
　材料費　4,000円（初回に一括徴収）
　定員　15人
　受付　6月1日（月）から行っています。

「能登文化講座」講演（能登空港開港６周年記念事業）

演題　「私の取材ノートから」
（～「その時歴史が動いた」の現場から～）
講演者　松平　定知氏（フリーアナウンサー）
日時　7月11日（土）13:30～14:40
会場　能登空港ターミナルビル４階
※ どなたでも無料で受講できます。

各講座・講演に関する申し込みやお問い合わせは下記まで
お願いします。

申込・問い合わせ先
　石川県立生涯学習センター能登分室
　☎２６―２３６０
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く
ら
し

6
月
1
日
～
6
月
7
日
は

「
水
道
週
間
」

「
お
い
し
い
ね　

こ
の
水
未
来
に

　

い
つ
ま
で
も
」

水
道
は
健
康
的
な
生
活
を
営
む

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
水
道
に
つ
い
て
さ
ら
に
理

解
を
深
め
、
水
道
事
業
の
今
後
の

発
展
に
資
す
る
た
め
、
全
国
的
に

「
水
道
週
間
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

輪
島
市
に
お
い
て
も
、
良
質
で

安
全
な
水
の
確
保
と
安
定
供
給
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
よ
り
一
層
の
向
上
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

問 

市 

水
道
課

　

☎
（
22
）
２
２
２
０

6
月
23
日
～
6
月
29
日
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

「
わ
か
ち
あ
う　

仕
事
も
家
庭
も

喜
び
も
」 

【
平
成
20
年
度
】

「
共
同
参
画　

新
た
な
社
会
の　

パ
ス
ワ
ー
ド
」
【
平
成
21
年
度
】

（
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
の
標
語

よ
り
）

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
平

成
21
年
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
制
定
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
内
閣
府
が
一
般
公
募
に
よ

り
選
ん
だ
作
品
で
、
男
女
が
手
を

取
り
合
っ
て
い
る
様
子
を
モ
チ
ー

フ
に
互
い
に
尊
重
し
合
い
共
に
歩

ん
で
い
け
た
ら
と
い
う
願
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
も
に
よ
り
良
い
生
活
を
実
現

す
る
た
め
に
、
こ
の
機
会
に
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問 

教 

生
涯
学
習
課

　

☎
（
23
）
１
１
７
６

国
民
健
康
保
険
健
康
優
良　

表
彰
中
止
の
お
知
ら
せ

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
国

民
健
康
保
険
健
康
優
良
表
彰
は
、

今
年
度
か
ら
実
施
し
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
特
定
健

康
診
査
（
メ
タ
ボ
健
診
）
を
中
心

と
し
た
健
康
づ
く
り
に
重
点
を
お

い
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

市 

市
民
課
国
保
係

　

☎
（
23
）
１
１
２
４

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は　

届
出
が
必
要
で
す

土
地
の
投
機
的
取
引
な
ど
を
防

ぐ
と
と
も
に
土
地
の
有
効
活
用
を

進
め
る
た
め
、
国
土
利
用
計
画
法

に
よ
り
、
都
市
計
画
区
域
内
で
は

５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
れ

以
外
の
区
域
で
は
１
万
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
土
地
取
引
を
行
う
場

合
は
、
権
利
取
得
者
（
売
買
の
場

合
で
あ
れ
ば
買
い
主
）
が
、
取
引

価
格
や
利
用
目
的
な
ど
を
契
約
日

か
ら
２
週
間
以
内
に
知
事
に
届
出

が
必
要
で
す
。（
申
請
書
は
、
石

川
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

そ
の
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、

当
該
土
地
の
利
用
目
的
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
、
利
用
目
的
が
土
地

の
利
用
計
画
に
適
合
し
な
い
場
合

は
、
是
正
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、
届
出
を
行
わ
な
か
っ
た

場
合
は
、
同
法
の
罰
則
規
定
に
該

当
し
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

市 

企
画
課

　

☎
（
23
）
１
１
１
３

募
集

平
成
21
年
度
石
川
県
調
理
師

試
験

受
験
資
格

学
校
、
事
業
所
、
病
院
、
保
育

所
の
給
食
施
設
（
継
続
し
て
1
回

20
食
以
上
ま
た
は
1
日
50
食
以
上

を
調
理
し
て
供
与
す
る
も
の
）
ま

た
は
食
品
衛
生
法
施
行
令
第
35
条

に
規
定
す
る
飲
食
店
営
業
、
魚
介

類
販
売
業
、
も
し
く
は
、
そ
う
ざ

い
製
造
業
に
お
い
て
、
２
年
以
上

調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
者
。

試
験
場

　

金
沢
大
学　

自
然
科
学
本
館　

（
金
沢
市
角
間
町
）

試
験
日

　

9
月
2
日
（
水
）

　

10
時
～
12
時

お
知
ら
せ
今
月
の
納
税
等　
納
期
限　

6
月
30
日
（
火
）

　
　
　

市
民
税
（
第
1
期
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
3
期
）

海
上
保
安
庁
か
ら
の　

お
知
ら
せ

【
船
艇
職
員
採
用
試
験
】

採
用
予
定
数

　

航
海　

約
25
人

　

機
関　

約
15
人

受
験
資
格

受
験
時
に
お
い
て
有
効
な
次
の

免
許
を
有
す
る
者
（
※
）

　

航
海
…
五
級
海
技
士
（
航
海
）

以
上

　

機
関
…
五
級
海
技
士
（
機
関
）

以
上（
内
燃
機
関
の
限
定
を
含
む
。）

※
「
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦

者
法
」
第
13
条
の
2
の
規
定
に
該
当

す
る
者
ま
た
は
、
海
技
免
許
の
筆
記

試
験
に
合
格
し
、
口
述
試
験
受
験
可

能
な
乗
船
履
歴
を
有
す
る
者
で
、
採

用
日
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
者

を
含
む
。

受
付
期
間

　

6
月
12
日
（
金
）
ま
で

　

受
付
時
間　

10
時
～
17
時

　
（
土
、
日
、
休
日
を
除
く
。）

試
験
日

　

7
月
5
日
（
日
）
か
ら

採
用
予
定
日

　

平
成
22
年
1
月
1
日
（
金
）

▲男女共同参画シンボルマーク
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願
書
配
布

　

6
月
1
日
（
月
）
か
ら

　

石
川
県
能
登
北
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　
　
　
　
　
　

出
願
期
間

　

6
月
15
日
（
月
）
～
22
日

（
月
）
（
土
日
を
除
く
）

　

【
受
付
時
間
】
9
時
～
17
時

願
書
提
出
先

　

石
川
県
能
登
北
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　
　

問
石
川
県
能
登
北
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

健
康
推
進
課

〒
928-

0079　

輪
島
市
鳳
至
町
畠
田

１
０
２

－

４　
　
　
　
　
　
　
　

　

☎
（
22
）
２
０
１
１

訪
問
介
護
員(

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級)

養
成
研
修
を
開
催

し
ま
す

研
修
期
間

　

7
月
中
旬
か
ら
9
月
中
旬
の

2
ヶ
月
間

対
象

　

輪
島
市
在
住
の
方
で
市
内
で
の

就
職
を
希
望
し
て
い
る
方

定
員　

20
人

受
講
料

　

テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
を
含
み

２
０
，
０
０
０
円
で
す
。

　

講
習
は
１
３
０
時
間
を
必
要
と

し
、
昼
の
時
間
帯
の
講
義
が
中
心

と
な
り
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
社
会

福
祉
協
議
会
の
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
7
月
5
日

（
日
）
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は

選
考
と
な
り
ま
す
。

問
輪
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
22
）
２
２
１
９　

平
成
21
年
度
石
川
県
警
察
官

採
用
候
補
者
試
験

【
警
察
官
A
・
女
性
警
察
官
A
】

受
験
資
格

　

昭
和
53
年
4
月
2
日
～
平
成
元

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
大
卒
者
（
見
込
み
を
含
む
）
。

受
付
期
間

　

6
月
15
日
（
月
）
ま
で

一
次
試
験

　

筆
記　

7
月
12
日
（
日
）

　

体
力　

7
月
18
日
（
土
）

【
警
察
官
Ｂ
・
女
性
警
察
官
Ｂ
】

受
験
資
格

　

昭
和
53
年
4
月
2
日
～
平
成
4

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
大
卒
者
（
見
込
み
を
含
む
）
を

除
く
。

受
付
期
間

　

8
月
3
日
（
月
）
～
9
月
1
日

（
火
）

一
次
試
験

　

筆
記　

9
月
20
日
（
日
）

　

体
力　

10
月
3
日
（
土
）

問
輪
島
警
察
署

　

☎
（
22
）
０
１
１
０

輪島霊苑の休業日
6 月 14 日㊐、7 月 5 日㊐

輪島市穴水町環境衛生施設組
合火葬場の休業日

6 月 14 日㊐、20 日㊏、26 日㊎、
7 月 2 日㊍、8 日㊌

無料相談
■市民総合相談

日時　6 月 9 日㊋ 10 時～ 15 時
場所　本庁舎 3 階大会議室
問　   市民課　☎ 23-1131

■教育相談　☎ 23-1173
■輪島市教育相談室

■交通事故相談　
　☎ 076-225-1690

■県庁相談コーナー
■行政相談　☎ 26-2303

県政に対する意見、要望、苦情な
どを受けています。
■行政相談室

■多重債務相談
■電話無料相談
　☎ 076（292）8133
■面談無料相談
　☎ 076（291）7070

■弁護士相談（要予約）
　日時　6 月 22 日㊊ 13 時～

場所　輪島市ふれあい健康センター
問市社会福祉協議会　☎ 22-2219

■人権・行政相談
　日時　6 月 17 日㊌ 9 時 30 分～ 12 時

場所　門前コミュニティセンター
　　　（旧門前公民館）

［人権］　市民課　☎ 42-9916
［行政］　総務課　☎ 42-8720

  

市

補聴器（出張点検）
6 月 17 日㊌ 輪島市役所 1 階中会議室

　10:00 ～ 15:00

6 月 26 日㊎ 門前総合支所
　10:00 ～ 12:00

7 月 7 日㊋

門前総合支所
　9:30 ～ 10:00
輪島市役所 1 階中会議室
  10:30 ～ 11:30
町野支所
　14:00 ～ 14:30

門
門

■ 6 月の糖尿病教室カレンダー

10 日㊌
合併症について

看護師
フットケアについて

17 日㊌ 食事療法について 管理栄養士

24 日㊌
運動療法について 理学療法士
薬物療法について 薬剤師

7/
1 日㊌ 

糖尿病とは
検査技師

自己血糖測定について
※毎週水曜日午後２時３０分より、第二講義室で開催中
※当院に受診されていない方でも予約なく参加できます

【
海
上
保
安
学
校
】

受
験
資
格

　

入
学
す
る
年
の
4
月
1
日
現
在

で
24
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

　

7
月
21
日
（
火
）
～
8
月
4
日

（
火
）

試
験
日

　

一
次
試
験　

9
月
27
日
（
日
）

【
海
上
保
安
大
学
校
】

受
験
資
格

　

入
学
す
る
年
の
4
月
1
日
現
在

で
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

　

8
月
27
日
（
木
）
～
9
月
8
日

（
火
）

試
験
日

　

一
次
試
験　

10
月
31
日
（
土
）

～
11
月
1
日
（
日
）

　

申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
七
尾
海
上
保

安
部
（
☎
０
７
６
７

－

５
２

－

９
１
１
８
）
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。
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図書館 開館時間 休館日
輪島市立図書館

☎ 22-2926
門前図書館

☎ 42-0129

９：３０～１８：００
土日：９：３０～１７：００

毎週月曜日、祝日
毎月第 4 木曜日

町野分館
☎ 32-0316

８：３０～１７：００
土：１３：００～１７：００ 毎週日、月、祝日

　　http://www.city.wajima.ishikawa.jp/lib.htm
◎インターネットや携帯電話などで本の予約ができます。
　事前にパスワードの登録が必要です。

HP

～ 新 刊 の ご 案 内 ～ 　 　
宇宙の片隅で恋を語る　　　谷村　志穂
薬屋のタバサ　　　　　　　東　　直子
ドンナ・マサヨの悪魔　　　村田喜代子
用もないのに　　　　　　　奥田　英朗
されど時は過ぎ行く　　　　北方　謙三
緋色の空　　　　　　　　　池永　　陽
ＩＮ　　　　　　　　　　　桐野　夏生
武士猿　　　　　　　　　　今野　　敏
貧困の僻地　　　　　　　　曽野　綾子
龍神の雨　　　　　　　　　道尾　秀介
世界の果て　　　　　　　　中村　文則
くちなわ坂　　　　　　　　東郷　　隆
玩具の言い分　　　　　　　朝倉かすみ
アントキノイノチ　　　　　さだまさし
斜光の午後　上・下　　　　白川　　道
絶望ノート　　　　　　　　歌野　晶午
たまゆらの愛　　　　　　　藤田　宜永
厭な小説　　　　　　　　　京極　夏彦
訪問者　　　　　　　　　　恩田　　陸
神去なあなあ日常　　　　　三浦しをん

ほか多数

■ 輪島市立図書館の催し
よちよちさんのおはなし会

6 月 11 日（木）
10:30 ～ 11:00
対象：0 ～ 2 歳児の親子

さくらグループのおはなし会
6 月 20 日（土）
14:00 ～ 15:00

読書会
6 月 21 日（日）
13:30 ～ 15:00
ﾃｷｽﾄ「津軽」　
太宰　治／著

■ 門前図書館の催し
雑誌のリサイクル

保存期限の過ぎた雑誌等
を皆さんにお譲りします。
6 月 5 日（金）～ 18 日（木）
※ 1 人 3 冊 ま で。 無 く な
り次第終了。
※休館日は行いません。

０・１・２おはなし会
6 月 10 日（水）
11:00 ～ 11:30

マアサさんのおはなし会
6 月 13 日（土）
14:00 ～ 15:00

古典を楽しむ会
6 月 16 日（火）
14:00 ～ 15:30
講師：井舟　哲全氏

図 書館へ行こう！

◆輪島市公共下水道事業　
　枝線管渠築造工事　第１工区　河井町
　５０８万円　㈱辻組
◆市道鹿磯出村線外１線　
　側溝改修工事　門前町鹿磯
　６０９万円　大石建設
◆市道保育所横町線外１線　
　側溝改修工事　門前町日野尾
　７１４万円　表建設㈱
◆市道舘本市線
　側溝改修工事　門前町日野尾・広瀬
　５８８万円　㈱林工務店
◆市道病院前通線
　舗装改修工事　宅田町
　１２６０万円　沢田工業㈱
◆市道新橋稲荷町１号線
　舗装新設工事　鳳至町
　１１２３万円　沢田工業㈱

平成21年4月14日～平成21年5月11日

入札結果 500 万以上

日本各地で学ぶ世界各国から
の留学生を招き、市内の一般家
庭でホームステイを体験しても
らう参加型の国際交流イベント
です。

輪島市では、留学生を家族の
一員として温かく迎えていただ
けるホストファミリーを募集し
ています。留学生のほとんどは
日本語を話せます。特別な部屋
やベッドは必要ありませんし、
洋式トイレがなくても結構です。

今 後 海 外 旅 行 や 留 学 を お 考
え の 方、 勉 強 中 の 外 国 語 を 試
してみたい方など、この夏あな
た も ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と し て
JAPANTENT 輪島プログラムに参
加し、留学生たちと貴重なひと
ときを過ごしませんか？

【実施期間】
8 月 20 日 ( 木 ) ～ 23 日 ( 日 )
の 4 日間

※ 20 日～ 22 日の内 2 泊ホーム
ステイ

【期間中の日程】
　20 日　留学生が輪島に到着

　23 日　出発セレモニー

【募集期間】
　6 月 30 日 ( 火 ) まで

【問い合わせ先】
　市 総務課　23-1111
　soumu@city.wajima.lg.jp

JAPAN TENT
ホストファミリー募集中 !!

（ 体験・交流イベント
ホームステイ
フリータイム ）
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た
ん
じ
ょ
う

な
ま
え

保
護
者

住
所

干
場　

泰た
い
し志（

翔
恵

美
）
宅
田
町

桂
木　

彩さ

き咲（

治
千

恵
）
河
井
町

久
保
田
咲さ

く駈（
啓

介

沙

織
）
二
ツ
屋
町

小
幡　

蓮れ
ん
と斗（
正

章

昌

子
）
八

幡

木
村　

光み
つ
き希（
吉

隆

智

子
）
鳳
至
町

木
村　

沙さ

き希（
竜

巳

ひ
か
り
）
鳳
至
町

谷
内　

奏か
な
と斗（
博

規
由

）
杉
平
町

車
田　

凛り
ん（
正

和

瑞

穂
）
大
沢
町

平成 21 年 4 月 16 日
　　　　　　　～平成 21 年 5 月 15 日

● 輪島市の人口と世帯
5 月 1 日現在 前月比

人口 32,614 人 96
男 15,603 人 97
女 17,011 人 -1

世帯数 13,171 世帯 153

戸籍の窓口戸籍の窓口

お
く
や
み

氏　

名

年
齢

住
所

池
髙　

ち
よ

90

河
井
町

大
野
木
惠
作

98

山
岸
町

藤
立
か
せ
子

80

寺

地

田
邉　

俊
一

74

道

下

前
田
幸
次
郎

79

深
見
町

清
水　

孝
子

67

西
時
国

田　

喜
一

84

舘

鳥
屋
子
庄
作

83

寺

山

谷

口　

擴

56

馬

場

酒

師　

昇

79

小
田
屋
町

舘　

彦
之

93

上

代

栢
木　

直
助

84

長
井
町

竹
森
ふ
さ
子

85

剱

地

け
っ
こ
ん

な
ま
え

本　

籍

住
所

加
門　

良
輝

池
田
留
美
子
（
河
井
町
）

（
鈴
屋
）
河
井
町

佐
藤　

要
平

玉
木　

尚
子
（
徳
島
県
）

（
河
井
町
）
河
井
町

沖
崎
三
喜
男

上
井　

一
恵
（
輪
島
崎
町
）

（
鳳
至
町
）
山
本
町

森
岡　

俊
裕

向　

香

織
（
椎
木
）

（
七
尾
市
）
大
野
町

加
川　

道
夫

崕　

葉

月
（
海
士
町
）

（
北
谷
町
）
鳳
至
町

池
口　

大
樹

益
田　

美
穂
（
寺
山
）

（
大
阪
府
）
鈴

屋

田
村　

政
雄

87

広

江

山
瀬　

定
男

70

房
田
町

東
野　

秀
吉

85

堀

町

西
出　

96

大
沢
町

砂
走　

正
雄

60

河
井
町

清
水　

由
枝

88

小
伊
勢
町

坂
口　

久
子

85

深
見
町

山

邉　

光

94

黒
島
町

山
岸　

秀
雄

80

鳳
至
町

田
口　

雅
也

35

池

田

田　

秀
作

72

山
本
町

反
保　

澄
子

90

広

江

北

林　

守

77

道

下

小
西　

嘉
成

80

佐

野

本
田　

晴
夫

53

河
井
町

坂
口　

史
雄

33

堀

町

坂
上　

い
と

83

上
山
町

舟
木　

幸
平

78

鳳
至
町

杉

本　

勉

86

道

下

中
居　

忠
一

79

別
所
谷
町

中
谷　

幸
次

89

長

沢

加
波
儀
太
郎

67

河
井
町

宮
本　

節
子

93

剱

地

山

口　

學

76

川

西

青
森
み
さ
の

80

曽
々
木

島
田　

盛
一

95

河
井
町

腰
前　

周
藏

88

本

江

木
時
次
郎

86

渋
田
町

能

登

半

島

地

震　
　
　

義
援
金
受
付
終
了

5
月
31
日
を
も
っ
て
義
援
金
の

受
け
付
け
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
約
2
年
の
間
に
多
く

の
方
か
ら
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

義
援
金
の
額
は
、

（
平
成
21
年
4
月
30
日
受
付
分
ま
で
）

　

１
０
，
１
２
９
件

　

３
８
１
，
１
１
５
，
３
４
９
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

受
け
付
け
い
た
し
ま
し
た
義
援

金
の
総
額
、
配
分
の
結
果
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
後
日
精
算
の
上
、

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
の
お
礼

■
山
下
精
二
様
よ
り
社
会
福
祉
援

護
資
金
と
し
て
金
20
万
円
を
輪

島
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
森　

杏あ
ん
な奈（
大

輔

美

佳
）
長

沢

新
保　

愛あ
い
か華（

博
真
智
子
）
水
守
町

土
田　

歩あ
ゆ
む夢（
竜

児

雅

美
）
千

代

池
端　

彩あ
や
か華（

忍
雅

子
）
山
本
町

古
戸　

凌り
ょ
う
が雅（
伸

洋

直

美
）
杉
平
町

小
谷　

堯あ
き
と兎（
貴

彦

津

）
上
山
町

長
元　

苺も

か花（
隆

雄

友

恵
）
小
伊
勢
町

濱
崎　

昊こ
う
た汰（
拓

也

恵

理
）
鳳
至
町

川
﨑　

釉ゆ
う
な月（
貴

宏

一

美
）
和

田

古
倉　

花か
り
ん凛（
利

幸

千

春
）
鳳
至
町

宮
下
ほ
の
か（
明

弘

由
美
子
）
光
浦
町

横
地　

皐
さ
つ
き（

暢
レ
ジ
ナ
）
縄
又
町

上
濱　

夢ゆ
め
か叶（
竜

矢

梨

絵
）
鳳
至
町



●発行＝平成 21 年 6 月 1 日　
　編集＝輪島市総務部企画課　〒 928-8525　石川県輪島市二ツ屋町 2 字 29 番地　
　☎ 23 ｰ 1113  FAX22-9220　URL=http://www.city.wajima.ishikawa.jp/　e-mail=koho@city.wajima.lg.jp

No.41June.2009

6月号

広報

わ
じ
ま

初誕生記念にお子さんを広報
に掲載しませんか？

7 月号（7 月に１歳になるお子さ
んを対象）に掲載をご希望の方は、
6 月 10 日（水）までに 50 字程度
の原稿とお写真（裏面に名前と性
別を記入）を企画課までご提出く
ださい。Ｅメールでも受け付けま
す。なお、メールにて提出の場合
は件名に「広報」の文字を入れて
ください。また写真等をお持ちで
なくても、事前にご連絡の上、企
画課までお越しいただければ当方
で撮影いたします。なお、提供し
ていただいた写真は返却できませ
ん。　

8 月 15 日（土）に開催される成人式を自分たちの手づくり

で思い出に残るものとなるよう一緒に企画・運営してくれる皆

さんを募集します。

【対象者】　
　昭和 63 年 4 月 2 日～平成元年

4 月 1 日生まれの人

【内容】
・式典やアトラクション、記念

品等の企画運営

・広報活動

就学や就職で市外にお住まいの

方も一緒に参加できます。
【申込・問い合わせ先】
　教 生涯学習課　　☎ 23-1176

「成人式実行委員」
を募集します!!

輪島市職員
(作業療法士)募集!!

平成 21 年 7 月採用予定の「作業

療法士」を募集します。
【募集締切日】　6 月 12 日（金）
【受験資格】
　昭和43年4月2日以降に生まれた

方で、作業療法士の免許を有する方

※助産師、看護師については別途随時
募集を行っています。
問 市 総務課職員係　☎23-1111

クールビズ実施中
クールビズの実施により 9 月 30

日まで輪島市職員はノーネクタイに

なります。

南み
な
み　

芽め

い依
ち
ゃ
ん

11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。

　

広
瀬　

彩い

ろ

は羽
ち
ゃ
ん

6 月 10 日生まれ【鈴屋】
　パパ弘一さん　ママ恵さん

こんにちは、いろはです。
毎日つばさ兄ちゃんと、楽しく保育園

へ通っています。
みなさん、よろしくね～！

南み
な
み　

芽め

い依
ち
ゃ
ん

11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。
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ん

く
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6 月 8 日生まれ【大野町】
　パパ裕和さん　ママ美紀さん

はじめまして、おふろ大好き しゅんで

す。毎日、お父さんと、一緒に入って遊

んでるよ。早く、大きな海でおよぎたいな。
よろしくね。
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11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。
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い大

く
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6 月 4 日生まれ【浦上】
　パパ弘さん　ママ博美さん

イタズラ大好きな雄大です。
いつも愛犬のももちゃんを追いか

けています。早くももちゃんとおさ

んぽしたいなぁ。
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11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。

　

清
水　

富ふ

き貴
ち
ゃ
ん

6 月 2 日生まれ【東中尾町】
　パパ康志さん　ママ奈津子さん

はじめましてふきです　ママがい

ないとすぐ泣いちゃうけど ゆりお姉

ちゃんがとんできてくれます

お姉ちゃん大好き！
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11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。
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く
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6 月 26 日生まれ【河井町】
　パパ喜和さん　ママめぐみさん

こんにちは (^ ∇ ^) よしひとです。色白

で女の子と間違えられたけど、最近はじー

ちゃんと散歩に出かけて、いい色に焼けて

きたよ !! 大きくて強い男の子になるぞ♪
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11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。
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6 月 18 日生まれ【走出】
　パパ哲雄さん　ママ勝美さん

はじめまして、れみかです。いたずら・お風

呂　だ～い好き！つばさ兄ちゃんと一緒にキー

ボードを弾くと、嬉しくなって踊り出すよ。
チャームポイントは、この笑顔♡よろしくね。
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11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。
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6 月 17 日生まれ【河井町】
　パパ竜治さん　ママ優子さん

全国のみなさん、ご飯大好き北村とくたろ

うです！ぼくの楽しみは、ウチに来る個性派

ぞろいのお客さんのお相手をすることです。
今後ともよろしくお願い致しますっ♡


